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トンボガイ
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ハナヤカワスレ

コマツヤマワスレ

サケツノガイ

貝類

ベニシボリミノムシ

イナズマスダレ？

Halophila sp. 

海草分布範囲

泥

ところにより

砂礫

泥 泥

下層還元状態

reef rock

塊状キクメイシ

粗砂

底質

水深21m付近

※ここから斜面が急激に落ち込む

※底質－砂

※リップルマークあり

※海草なし

※全体に堆積物が粗粒→波浪環境『強』

ライントランゼクト調査データ

（2006.1.15・2006.9.21）

Ｄライン断面の貝類調査から

わかること

主に海底の泥の多さによって生息し

ている生息している貝類に違いが認

められ、その中には、沖縄の他地域

では比較的少ない巻貝類のベニシボ

リミノムシ（Vexillum stainforthi）のよう
な種も存在しており、この場所が比

較的健全な環境であることが推測さ

れる。

湾奥

湾口

未固結の砂泥からなる

急勾配の斜面

水深10～20 mの

泥底

比較的波あたりの

強い砂質底

図１ 大浦湾 ライントランゼクト・測深調査データ
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ツヅレノニシキ

オオシマハネガイ

ガラスマツカゼ

貝類

ヒナシタダミの一種

クルミガイ目の一種

サクラガイの一種

アワジチガイ類？

コチョウシャクシの一種

イナズマスダレ

貝類（南中瀬・平坦面）

オオウラウズ

サラサバテイラ

メオニノツノ

センジュモドキ

アカイガレイシ

測深調査データ

（2006.1.14）

貝類

ベニシリダカ

ハナキサゴ

オキナワチグサ

ミダレハネガイ

チヒロガイ

カノコアサリ

南中瀬での貝類調査からわかること

二枚貝類のシュロノハキンチャク

（Anguipecten superbus）等の、通常、
残波岬のような潮通しのよい外海に

生息する貝や、リーフ上の貝類相が

確認でき、湾内にこのような環境が

存在していることは、比較的珍しい。

Ｃライン断面の貝類調査から

わかること

水深約18m地点では、沖縄でほとん

ど報告のないクルミガイ目の一種や

コチョウシャクシの一種などの二枚

貝類が確認され、沖縄では稀な内湾

の上部浅海帯泥底の特異な貝類群

が存在することが確認された。

また、水深約 5.5m 地点では、ベニシ

リダカ（Tectus conus）、ハナキサゴ
（Camitia rotellina）といった辺野古の
サンゴ礁域でも見られた種が多く確

認され、この地点には、リーフ外側か

らの潮流が流れ込んでいることがわ

かった。

外海の影響の

強い岩礁

水深10～20 mの

泥底

リーフ外側からの

潮流が流れ込む場所
湾奥

湾口


